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研究成果の概要（和文）：本研究では、交差点を通過する自転車ドライバーの運転行動を記録し、その結果を利用した
運転行動シミュレーションなどによる運転診断を実施した。次に、自転車ドライバーに対する自転車安全運転教育を実
施し、ほとんどのドライバーが軽視していた左右確認行動の改善が出会い頭事故防止上重要であることに気づかせるこ
とができた。また、この自転車安全運転教育の手法を活用し、40人の集団に対して新たな自転車安全運転教育を実施し
た。

研究成果の概要（英文）：We conducted pilot experiments in a new educational method for safe bicycle riding
. First, we conducted an experiment to collect the participants' riding behavior while passing through an 
intersection. Second, we simulated the participants passing through the intersection in the presence of a 
crossing bicycle under various conditions. The results indicated that it was important for a rider to incr
ease the chance to detect a crossing bicycle by confirming safety especially by looking right and left. Fi
nally, we conducted safe bicycle riding education to improve the participants' safe bicycle riding awarene
ss. The participants came to understand that it is effective to confirm safety by looking right and left t
o decrease the risk of an accident.
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１．研究開始当初の背景 
 自転車安全運転教育に関する先行研究で
は、地域の安全教育への取り組みの報告とい
った内容が多く、新たな教育手法の開発・提
案は僅少である。現在学校などで実施されて
いる自転車安全運転教育は、例えばクラスの
生徒に対し一斉に「交差点では左右に気を付
けてから通過しよう」と呼びかけるような、
定性的かつ曖昧な指示を使った、旧来からの
方法がほとんどである。 
 一方、自動車ドライバーの安全運転教育に
ついては様々な手法が提案されている。研究
代表者らは、事故発生が多いにも関わらず運
転支援が非常に困難である交差点の出会い
頭事故の防止を目的に、自動車ドライバーの
運転（交差点通過）時の車速や左右確認の様
子を記録し、そのデータ・映像をドライバー
に見せたり、そのデータを使った交差点通過
時のシミュレーションによる運転診断をす
ることで、「この交差点はいつも人や車が来
ないから減速せず通っても大丈夫だろう」と
いった、ドライバーが潜在的に持つ不安全運
転行動・意識を顕在化し、それを自ら改善す
ることを促す安全運転教育方法を提案した。
試験的にその教育を実施したところ、運転意
識・行動の改善が見られた。また、日常運転
する被験者の場合には、その効果が持続する
ケースも見られた。 
 そこで、この自動車ドライバー向け安全運
転教育手法を自転車ドライバー向けに改善
した上で新たな自転車運転教育手法を提
案・実施し、自転車ドライバーの運転行動を
改善することを試みてはどうか、と考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、本校学生が通学路として利用
している信号交差点での学生の自転車運転
時の行動を記録し、その結果に基づいて学生
の運転行動がどのくらい事故を起こす可能
性があるのかをシミュレーションし、その結
果を学生に見せ自分の運転行動がどのよう
なものか客観的に正しく理解させる教育手
法を提案し、教育を実施する。教育材料とし
て、交差点を自転車で通過した時の、自転車
ドライバー前方映像、注視点または視線方向
の記録、車速などを利用する。また、ドライ
ビングシミュレータ上で自動車を運転し、自
動車ドライバーから自転車の飛び出しがど
のように見えるか、といった体験も行っても
らう。 
 
３．研究の方法 
提案する安全運転教育手法（図１）を実施

した。以下にその手順を説明する。 
① 被験者（自転車ドライバー）に，交通

ルールに関する知識や、普段の自転車運転行
動に関する意識に関するアンケートについ
て回答してもらう。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 自転車安全運転教育手法の概要 

 
② 自転車で対象交差点を通過したとき

の記録映像及び車速及び左右確認のグラフ
を見た上で、交差点通過の様子を振り返って
もらう。 
③ 被験者のデータを入力した交差点通

過シミュレーションを見てもらう。仮定した
対向自転車の速度や被験者の視線移動の様
子などをシミュレーション上で変更するこ
とにより、出会い頭事故が発生する場合と発
生しない場合のシミュレーションを提示し
た後、被験者の運転行動の診断結果について
説明する。 
④ 被験者はドライビングシミュレータ

を運転し、自動車運転中に見通しの悪い箇所
から自転車の飛び出しが起こる場面に遭遇
する。これを通し、自動車ドライバーは周囲
の自転車の動きを常に把握しているわけで
はないことを体験してもらう。 
以上の手順で自転車安全運転教育を行っ

た。 
 

４．研究成果 
最初に、被験者がある交差点を自転車で通

過するときの、自転車の車速と左右確認の様
子を記録した。その交差点の様子を図２に示
す。また、その記録の一例を図３及び図４、
まとめを表１に示す。 
次に、その交差点の図面をコンピュータに

入力した。その図面上を自転車が記録された
車速と左右確認行動をとって通過するシミ
ュレーション環境を構築した。そのシミュレ 
 

 
図２ 実験対象交差点 



 
図３ 記録映像例 

 

 
図４ 記録した車速と注視方向の一例 

 
表１ 測定結果 

 
ーション画面を図 5に示す。このシミュレー
ションでは、交差点の見通しも考慮の上交差
道路から自転車が交差点に進入してきた場
合を仮定し、両者による出会い頭事故が発生
するかどうかを調べることができる。また、
自転車が交差点に進入する様子をアニメー
ションで表示することにより、シミュレーシ
ョン結果を分かりやすく表示できる。 
仮定する自転車の初期位置や車速を様々

に変化させ、どのケースで出会い頭事故が発
生するかを調べた。その結果と車速・左を見
た時間（１回当たり）の関係を図６に示す。
図６中で、○で囲まれた点が、事故が発生し
たケースを示す。図６より、車速が速く、か
つ左を見る時間（１回当たり）が短いと事故
が発生する傾向があることが分かる。また、
同じ車速でも左を見る時間が長ければ、事故 

 
図５ シミュレーション画面 

 

 
図６ 被験者データと事故発生の関係 

 
が起こらない傾向も読み取れる。以上から、
事故を防止するためには、車速を落とすこと
が必要であるが、同時に左右から交差車両の
有無を確実に把握するよう左右確認を行う
ことも重要であることが分かった。教育前の
アンケートでは、ほとんどの被験者が「事故
防止には減速は効果的だが左右確認行動の
向上は効果的ではない」と回答した。自転車
安全運転教育において、左右確認も重要であ
るという意識を持たせることが必要である
ことが分かった。 
以上のデータをもとに、各被験者の運転行

動の診断を行った。車速と左右確認行動の特
徴、シミュレーションにおける出会い頭事故
の回数と原因を考察した。また、仮に左右確
認回数を増やすなどの運転行動改善を行っ
た場合についてもシミュレーションを行い、
出会い頭事故の発生状況に変化があるかを
調べた。 
 以上の準備を行った上で、被験者に対する
教育を実施した。最初に、交差点通過行動を
記録した被験者に対し、普段の自転車運転に
対する意識や、その交差点を通過する際の運
転行動選択の判断基準を探るためのアンケ
ートを実施した。次に、ドライバー自身の交
差点通過時の記録映像と、車速及び左右確認
の様子のグラフを本人に見てもらった。これ
らにより、自分の運転を自分以外の視点から
見ることで客観的に振り返ってもらった。 
 次に、図５のシミュレーション画面をドラ
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イバーに提示し、記録された本人の車速や左
右確認行動をシミュレーション上で再現し
た。また、左から自転車が交差点に進入する
ケースも提示し、出会い頭事故が発生した場
合は、どのようなケースで事故が発生するか
を見てもらった。 
次に、運転行動の診断結果を説明した。シ

ミュレーションで出会い頭事故が発生した、
考えられる原因について説明した。その上で，
「ここで左を見るようにすれば、事故を防止
できる」「車速を５ km/h 減速すると，事故が
防止できる」といった、具体的な行動とその
効果をもとに、安全運転行動改善のアドバイ
スを行った。 
最後に、自動車ドライバーから自転車はど

のように見えるのか知ってもらうためにド
ライビングシミュレータ（図７）を運転して
もらった。被験者は、音声指示に従って市街
地コースを運転し、見通しの悪いところから
自転車の飛び出しが起こる場面に遭遇した。 
以上、被験者自身の運転行動データに基づ

く運転診断と、運転行動改善のアドバイスか
ら成る自転車安全運転教育を行った。 
また、本校学生 40 名を対象に、60 分程度

の自転車安全運転教育を行った。上記の実験
の様子や実験結果、車速と停止距離の関係な
どを提示し、左右確認が事故防止上重要であ
ることや、車速と停止距離の関係を正しく理
解することなどを、上記の個別教育の流れに
沿った形で説明した。 
今後は、本研究で提案、実施した自転車安

全運転教育効果の評価を行う必要がある。被
験者に対するアンケートや、教育後の運転行
動の記録・解析により評価を行いたい。また、
集団に対する安全運転教育に関する分析や
評価を行い教育法の改善を行う予定である。
教員が簡単に集団向け自転車安全運転教育
を実施できるよう、教材の改善なども行いた
い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ ドライビングシミュレータ 
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